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Ⅰ　 京
きょう

都
と

市
し

への提
てい

言
げん
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１　多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

にかかわる人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

とネットワークづくりの促
そく

進
しん

【提
てい

　　言
げん

】

1 － 1：多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

の担
にな

い手
て

となる人
じん

材
ざい

を育
そだ

てるとともに，さまざまな関
かん

係
けい

者
しゃ

や

関
かん

連
れん

団
だん

体
たい

間
かん

の活
かつ

動
どう

をつなぐ橋
はし

渡
わた

し役
やく

となる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

むこと

1－ 2：多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に取
と

り組
く

んでいる関
かん

係
けい

者
しゃ

や関
かん

連
れん

団
だん

体
たい

が，相
そう

互
ご

に連
れん

携
けい

するための

　　　　ネットワークづくりを支
し

援
えん

すること

【現
げん

状
じょう

 ・課
か

題
だい

】

・　京
きょう

都
と

市
し

内
ない

には，多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

に取
と

り組
く

んでいるボランティア団
だん

体
たい

やＮＰＯ，

個
こ

人
じん

が多
た

数
すう

存
そん

在
ざい

し，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

（※）を対
たい

象
しょう

とした生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

や日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

，多
た

言
げん

語
ご

での防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

，多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の催
もよお

しなど，さまざまな活
かつ

動
どう

を行
おこな

っている。また，

大
だい

学
がく

生
せい

が中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

とともに地
じ

元
もと

の催
もよお

しに参
さん

加
か

し，地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

に貢
こう

献
けん

している

例
れい

もあり，この活
かつ

動
どう

では，大
だい

学
がく

，帰
き

国
こく

者
しゃ

，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の間
あいだ

を橋
はし

渡
わた

しする人
ひと

が大
おお

きな

役
やく

割
わり

を果
はた

している。

　　一
いっ

方
ぽう

，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

で出
しゅっ

身
しん

国
こく

や宗
しゅう

教
きょう

を同
おな

じくする者
もの

同
どう

士
し

による，互
ご

助
じょ

や日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

への情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

・交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

としたコミュニティも存
そん

在
ざい

する。

　　地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

のためには，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

，市
し

民
みん

活
かつ

動
どう

団
だん

体
たい

，行
ぎょう

政
せい

，大
だい

学
がく

等
とう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

などさまざまな団
だん

体
たい

・機
き

関
かん

とをつなぐ橋
はし

渡
わた

し役
やく

，コーディ

ネーターとなる人
じん

材
ざい

が必
ひつ

要
よう

である。

　　（公
こう

財
ざい

）京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

や区
く

役
やく

所
しょ

等
とう

と連
れん

携
けい

しながら，多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

活
かつ

動
どう

の研
けん

修
しゅう

や学
がく

習
しゅう

会
かい

の実
じっ

施
し

等
とう

により，多
た

様
よう

な人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

むことが大
たい

切
せつ

である。
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・　さらに，上
じょう

述
じゅつ

のさまざまな団
だん

体
たい

や個
こ

人
じん

が互
たが

いに知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

，情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

するネッ

トワークづくりを促
そく

進
しん

することが求
もと

められる。例
たと

えば，日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を実
じっ

施
し

してい

る団
だん

体
たい

や，多
た

言
げん

語
ご

での防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

っている団
だん

体
たい

間
かん

で，交
こう

流
りゅう

会
かい

や研
けん

究
きゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

し，

互
たが

いに活
かつ

動
どう

事
じ

例
れい

を紹
しょう

介
かい

し合
あ

うことで，情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

や人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

の場
ば

となる。

※�多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の取
とり

組
くみ

は，外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

だけでなく，日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を取
しゅ

得
とく

した方
かた

や，日
に

本
ほん

人
じん

との国
こく

際
さい

結
けっ

婚
こん

で生
う

まれた子
こ

供
ども

など，外
がい

国
こく

にルーツのある日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

の方
かた

にも関
かか

わるものです。京
きょう

都
と

市
し

では，こういった外
がい

国
こく

籍
せき

や外
がい

国
こく

にルーツのある市
し

民
みん

を「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

」と表
ひょう

記
き

しています。
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２　�外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

を対
たい

象
しょう

とした情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の推
すい

進
しん

と，国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

を超
こ

えて

学
まな

び合
あ

う場
ば

の充
じゅう

実
じつ

【提
てい

　　言
げん

】

2 － 1： 日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の機
き

会
かい

や防
ぼう

災
さい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

など，日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を，

効
こう

果
か

的
てき

にわかりやすく提
てい

供
きょう

すること

2－ 2：外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に日
に

本
ほん

語
ご

や日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

などを学
まな

んでもらうとともに，

　　　　すべての市
し

民
みん

が，国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを超
こ

えて，ともに学
まな

び合
あ

う場
ば

を充
じゅう

実
じつ

させ

ること

【現
げん

状
じょう

 ・課
か

題
だい

】

・　外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が地
ち

域
いき

において安
あん

心
しん

して暮
く

らすことができるためには，日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や防
ぼう

災
さい

，公
こう

共
きょう

サービス (医
い

療
りょう

，教
きょう

育
いく

，福
ふく

祉
し

等
とう

)，自
じ

治
ち

会
かい

・町
ちょう

内
ない

会
かい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

など，

日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

つ情
じょう

報
ほう

をわかりやすく提
てい

供
きょう

することが重
じゅう

要
よう

である。どのよう

な情
じょう

報
ほう

が必
ひつ

要
よう

とされ，どのような提
てい

供
きょう

手
しゅ

法
ほう

が効
こう

果
か

的
てき

かをよく把
は

握
あく

して，やさしい

日
に

本
ほん

語
ご

も含
ふく

めた，多
た

言
げん

語
ご

でわかりやすい情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

に取
と

り組
く

むことが大
たい

切
せつ

である。

　　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

以
い

後
ご

，市
し

民
みん

の防
ぼう

災
さい

意
い

識
しき

が高
たか

まっている中
なか

，防
ぼう

災
さい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の推
すい

進
しん

と，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に対
たい

する防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

や意
い

識
しき

啓
けい

発
はつ

の推
すい

進
しん

が求
もと

められる。また，

日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

に欠
か

かせない日
に

本
ほん

語
ご

を学
がく

習
しゅう

する教
きょう

室
しつ

についても，場
ば

所
しょ

や料
りょう

金
きん

，学
がく

習
しゅう

する日
に

本
ほん

語
ご

のレベルや，就
しゅう

労
ろう

，育
いく

児
じ

，通
つう

院
いん

，行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづき

など必
ひつ

要
よう

となる場
ば

面
めん

に応
おう

じ

た日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

が可
か

能
のう

か，さらに，託
たく

児
じ

サービスの有
う

無
む

なども含
ふく

めて，きめ細
こま

かく

情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

することが大
たい

切
せつ

である。

　　具
ぐ

体
たい

的
てき

には，行
ぎょう

政
せい

，民
みん

間
かん

，ＮＰＯが協
きょう

力
りょく

して，日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

や防
ぼう

災
さい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

等
とう

をインターネットによって一
いち

元
げん

的
てき

に情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

する，京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

や各
かく

区
く

役
やく

所
しょ

等
とう

が地
ち

域
いき

ごとにきめこまやかな情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を行
おこな

う，といった工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

である。
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・　来
らい

日
にち

して間
ま

もない外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

は，交
こう

通
つう

ルールやゴミの出
だ

し方
かた

，夜
や

間
かん

の騒
そう

音
おん

に

関
かん

するマナーなど，日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

に関
かん

する知
ち

識
しき

が少
すく

なく，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との間
あいだ

に

誤
ご

解
かい

やトラブルが生
しょう

じてしまうこともある。各
かく

地
ち

域
いき

において，日
にち

常
じょう

のくらしに身
み

近
ぢか

なところで，日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を学
まな

んでもらう場
ば

があることが望
のぞ

ましい。

　　例
たと

えば，日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

は，日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶだけでなく，日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

やルールな

どの基
き

本
ほん

的
てき

な情
じょう

報
ほう

を学
まな

ぶ場
ば

でもあるとともに，来
らい

日
にち

して間
ま

もない外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が

日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

について相
そう

談
だん

する場
ば

でもある。一
いっ

方
ぽう

，日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

者
しゃ

にとっても，

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

から外
がい

国
こく

の言
こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

を学
まな

んだり，学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の目
め

に日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

やルール

がどのように映
うつ

るかを知
し

ることで，日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や社
しゃ

会
かい

を見
み

つめ直
なお

し，改
あらた

めて学
まな

ん

だりする機
き

会
かい

にもなる。

　　国
こく

籍
せき

や言
げん

語
ご

，文
ぶん

化
か

の異
こと

なる住
じゅう

民
みん

たちが，地
ち

域
いき

において「ともに学
まな

び合
あ

う」関
かん

係
けい

を築
きづ

くことで，異
い

文
ぶん

化
か

について理
り

解
かい

を深
ふか

めるとともに，自
みずか

らの文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

を大
たい

切
せつ

にし，守
まも

り育
そだ

てることが重
じゅう

要
よう

である。
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３　多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

による地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

，地
ち

域
いき

コミュニティの活
かっ

性
せい

化
か

【提
てい

　　言
げん

】

３－ 1： 外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との交
こう

流
りゅう

の場
ば

を増
ふ

やし，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

の自
じ

治
ち

会
かい

・町
ちょう

内
ない

会
かい

への加
か

入
にゅう

や地
ち

域
いき

行
ぎょう

事
じ

への参
さん

加
か

を促
そく

進
しん

する取
とり

組
くみ

を行うこと

３－ 2：外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の担
にな

い手
て

として活
かつ

躍
やく

してもらうことで，地
ち

域
いき

コミュ

ニティを活
かっ

性
せい

化
か

する取
とり

組
くみ

を実
じっ し

施すること

【現
げん

状
じょう

 ・課
か

題
だい

】

 ・�　外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

には，運
うん

動
どう

会
かい

やお祭
まつ

り，防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

といった催
もよお

しに参
さん

加
か

し，地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

と交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

をもちたいと考
かんが

えている人
ひと

が少
すく

なくない。一
いっ

方
ぽう

で，現
げん

在
ざい

，自
じ

治
ち

会
かい

・町
ちょう

内
ない

会
かい

に加
か

入
にゅう

する住
じゅう

民
みん

が減
げん

少
しょう

するなど，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

相
そう

互
ご

のつながりが希
き

薄
はく

になりつつある。

多
た

言
げん

語
ご

や「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」で，自
じ

治
ち

会
かい

・町
ちょう

内
ない

会
かい

の仕
し

組
く

みを伝
つた

え，加
か

入
にゅう

を促
そく

進
しん

するチ

ラシを作
さく

成
せい

し，地
ち

域
いき

の催
もよお

しにより積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

してもらうなどの取
とり

組
くみ

が求
もと

められる。

 �　また，京
きょう

都
と

市
し

内
ない

には，来
らい

日
にち

して間
ま

もない留
りゅう

学
がく

生
せい

が地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

と交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め，日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

や文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ取
とり

組
くみ

を行
おこな

っている留
りゅう

学
がく

生
せい

寮
りょう

や，地
ち

域
いき

の清
せい

掃
そう

や福
ふく

祉
し

ボランティア

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っている留
りゅう

学
がく

生
せい

コミュニティ，地
ち

域
いき

の催
もよお

しに積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

している外
がい

国
こく

人
じん

学
がっ

校
こう

等
とう

が存
そん

在
ざい

する。こうした多
た

様
よう

な多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の活
かつ

動
どう

が，より広
ひろ

がるように支
し

援
えん

するこ

とが望
のぞ

ましい。

 ・�　外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

のなかには，緊
きん

急
きゅう

・災
さい

害
がい

時
じ

には地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の一
いち

員
いん

として支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

に加
くわ

わ

りたいという思
おも

いをもっている人
ひと

もいる。こうした地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

に意
い

欲
よく

をもった外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に，ボランティア活
かつ

動
どう

など，さまざまな場
ば

面
めん

で活
かつ

躍
やく

してもらうことが望
のぞ

ましい。
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 �　また，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

がいることは，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

にとっては，異
こと

なる文
ぶん

化
か

に触
ふ

れる機
き

会
かい

でもある。外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が主
しゅ

体
たい

的
てき

に各
かく

種
しゅ

行
ぎょう

事
じ

に参
さん

加
か

し，活
かつ

躍
やく

することが，地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

と魅
み

力
りょく

向
こう

上
じょう

にもつながる。例
たと

えば，地
ち

域
いき

の催
もよお

しで外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が母
ぼ

国
こく

の文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

したり，地
ち

域
いき

の外
がい

国
こく

語
ご

教
きょう

室
しつ

の講
こう

師
し

になったり，日
に

本
ほん

語
ご

の通
つう

じない外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

の通
つう

訳
やく

をしたり，といった参
さん

加
か

や活
かつ

躍
やく

の仕
し

方
かた

が考
かんが

えられる。

 �　提
てい

言
げん

１に掲
かか

げた多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

の「橋
はし

渡
わた

し役
やく

」の育
いく

成
せい

や，国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

の異
こと

なる住
じゅう

民
みん

や各
かく

種
しゅ

関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

間
かん

のネットワークづくりと，提
てい

言
げん

２に掲
かか

げた多
た

文
ぶん

化
か

を「ともに学
まな

び合
あ

う」

場
ば

の構
こう

築
ちく

が，多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

による地
ち

域
いき

活
かっ

性
せい

化
か

にもつながるといえる。
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Ⅱ　資
し

　料
りょう
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１　２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）会
かい

議
ぎ

について
　２０１２年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）には，「地
ち

域
いき

に根
ね

付
づ

いた多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづくり」

をテーマに４回
かい

の会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

しました。会
かい

議
ぎ

ごとに担
たん

当
とう

委
い

員
いん

がこれまで関
かか

わってき

た多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

についての取
とり

組
くみ

などを報
ほう

告
こく

し，議
ぎ

論
ろん

しました。

第
だい

１回
かい

会
かい

議
ぎ

　日
にち

　時
じ

：２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）６月
がつ

１９日
にち

（火
か

）

　場
ば

　所
しょ

：京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

　議
ぎ

　題
だい

：「平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

の京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

の進
すす

め方
かた

について」

　　　　　 「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

　～地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

～」

　報
ほう

　告
こく

：�「向
むかい

島
じま

ニュータウン駅
えき

前
まえ

地
ち

域
いき

のこれまでの取
とり

組
くみ

について」（担
たん

当
とう

：福
ふく

井
い

義
よし

定
さだ

委
い

員
いん

）

第
だい

２回
かい

会
かい

議
ぎ

　日
にち

　時
じ

：２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）９月
がつ

２５日
にち

（火
か

）

　場
ば

　所
しょ

：消
しょう

費
ひ

生
せい

活
かつ

総
そう

合
ごう

センター

　議
ぎ

　題
だい

：「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

　～防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

～」

　　　　　 「京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

に関
かん

する市
し

民
みん

意
い

識
しき

調
ちょう

査
さ

について」

　報
ほう

　告
こく

：�「地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

について」（担
たん

当
とう

：多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

マネー

　　　　　ジャー全
ぜん

国
こく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

 時
とき

光
ひかる

氏
し

）

第
だい

３回
かい

会
かい

議
ぎ

　日
にち

　時
じ

：２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１１月
がつ

２６日
にち

（月
げつ

）

　場
ば

　所
しょ

：京
きょう

都
と

ＹＷＣＡ

　議
ぎ

　題
だい

：「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

　～日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の取
とり

組
くみ

～」
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　報
ほう

　告
こく

：「京
きょう

都
と

ＹＷＣＡ日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

について」（担
たん

当
とう

：京
きょう

都
と

ＹＷＣＡ 井
いの

上
うえ

依
より

子
こ

氏
し

）

　　　　　�「『やさしい日
に

本
ほん

語
ご

』と『やさしい日
に

本
ほん

語
ご

』有
ゆう

志
し

の会
かい

」（担
たん

当
とう

：「やさしい

日
に

本
ほん

語
ご

」有
ゆう

志
し

の会
かい

代
だい

表
ひょう

 花
はな

岡
おか

正
まさ

義
よし

氏
し

）

第
だい

４回
かい

会
かい

議
ぎ

　日
にち

　時
じ

：２０１３年
ねん

（平
へい

成
せい

２５年
ねん

）１月
がつ

２４日
か

（木
もく

）

　場
ば

　所
しょ

：京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

　議
ぎ

　題
だい

：「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

　～留
りゅう

学
がく

生
せい

～」

　　　　　「２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）提
てい

言
げん

について」

　報
ほう

　告
こく

：「国
こく

際
さい

女
じょ

子
し

留
りゅう

学
がく

生
せい

センターについて」（担
たん

当
とう

：河
かわ

田
た

洋
よう

子
こ

委
い

員
いん

）

　　　　　 「京
きょう

都
と

宣
せん

教
きょう

教
きょう

会
かい

について」（担
たん

当
とう

：姜
かん

直
なお

子
こ

委
い

員
いん

）
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会
かい

議
ぎ

での主
おも

な意
い

見
けん

（提
てい

言
げん

に反
はん

映
えい

されたものを除
のぞ

く）

１　言
こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

は違
ちが

っても，高
こう

齢
れい

化
か

，親
おや

子
こ

関
かん

係
けい

，障
しょう

害
がい

のある人
ひと

との関
かか

わり合
あ

いなど，

実
じっ

生
せい

活
かつ

で感
かん

じること，抱
かか

えている課
か

題
だい

は共
きょう

通
つう

している。

２　高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

む中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

一
いっ

世
せい

に対
たい

し，帰
き

国
こく

者
しゃ

の多
おお

い地
ち

域
いき

の地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センター

や病
びょう

院
いん

に中
ちゅう

国
ごく

語
ご

通
つう

訳
やく

を配
はい

置
ち

する等
とう

の福
ふく

祉
し

施
し

策
さく

を充
じゅう

実
じつ

させることが望
のぞ

ましい。

３　地
ち

域
いき

レベルで多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

について話
はな

し合
あ

う場
ば

，たとえば区
く

ごとの多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

のような会
かい

議
ぎ

があると良
よ

い。

４　留
りゅう

学
がく

生
せい

を京
きょう

都
と

に誘
ゆう

致
ち

する，海
かい

外
がい

に京
きょう

都
と

の魅
み

力
りょく

を発
はっ

信
しん

し，卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の就
しゅう

職
しょく

支
し

援
えん

まで

行
おこな

うなど，入
にゅう

学
がく

前
まえ

，在
ざい

学
がく

中
ちゅう

，卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の留
りゅう

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

に行
ぎょう

政
せい

と大
だい

学
がく

，経
けい

済
ざい

界
かい

，民
みん

間
かん

，

ＮＰＯ等
とう

が協
きょう

力
りょく

して取
と

り組
く

むことが大
たい

切
せつ

だ。
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懇
こん

話
わ

会
かい

ニュースレターの発
はっ

行
こう

　会
かい

議
ぎ

の内
ない

容
よう

を広
ひろ

く市
し

民
みん

の方
かた

に知
し

っていただくため，ニュースレターNo. ７～９を

発
はっ

行
こう

し，各
かく

区
く

役
やく

所
しょ

等
とう

に設
せっ

置
ち

・配
はい

布
ふ

しました（編
へん

集
しゅう

／発
はっ

行
こう

： 京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

 （ 京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

室
しつ

））。

〇ニュースレターNo. ７の主
おも

な内
ない

容
よう

：２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）９月
がつ

３０日
にち

発
はっ

行
こう

　�第
だい

２期
き

委
い

員
いん

の紹
しょう

介
かい

，第
だい

１回
かい

会
かい

議
ぎ

の内
ない

容
よう

紹
しょう

介
かい

（報
ほう

告
こく

：伏
ふし

見
み

区
く

向
むかい

島
じま

地
ち

域
いき

での取
とり

組
くみ

につ

いて，京
きょう

都
と

文
ぶん

教
きょう

大
だい

学
がく

の取
とり

組
くみ

について）

〇ニュースレターNo. ８の主
おも

な内
ない

容
よう

：２０１３年
ねん

（平
へい

成
せい

２５年
ねん

）１月
がつ

３１日
にち

発
はっ

行
こう

　�第
だい

２回
かい

会
かい

議
ぎ

の内
ない

容
よう

紹
しょう

介
かい

（報
ほう

告
こく

：地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

），京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

について，京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

「避
ひ

難
なん

所
じょ

宿
しゅく

泊
はく

訓
くん

練
れん

」について，京
きょう

都
と

市
し

の避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル，防
ぼう

災
さい

パンフレット，ポケットマニュアルについて

〇ニュースレターNo. ９の主
おも

な内
ない

容
よう

：２０１３年
ねん

（平
へい

成
せい

２５年
ねん

）３月
がつ

末
まつ

発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

　�第
だい

３回
かい

会
かい

議
ぎ

の内
ない

容
よう

紹
しょう

介
かい

（報
ほう

告
こく

：京
きょう

都
と

ＹＷＣＡ日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

について，「『やさし

い日
に

本
ほん

語
ご

』有
ゆう

志
し

の会
かい

」の取
とり

組
くみ

について），「京
きょう

都
と

にほんご Rings」について，「やさ

しい日
に

本
ほん

語
ご

」による災
さい

害
がい

時
じ

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

　※�　ニュースレターを御
ご

希
き

望
ぼう

の方
かた

は，下
か

記
き

までお問
とい

合
あわ

せください。ホームページ

からもご覧
らん

になれます。

　　京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

室
しつ

　　　TEL０７５－２２２－３０７２　FAX０７５－２２２－３０５５

　　　E-mail:kokusai@city.kyoto.jp

　　　http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000087864.html
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２　２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）提
てい

言
げん

を受
う

けての京
きょう

都
と

市
し

の取
とり

組
くみ

　昨
さく

年
ねん

度
ど

（２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

））の本
ほん

懇
こん

話
わ

会
かい

からの提
てい

言
げん

を受
う

けて，京
きょう

都
と

市
し

では下
か

記
き

のとおり新
あら

たな事
じ

業
ぎょう

への着
ちゃく

手
しゅ

や既
き

存
ぞん

事
じ

業
ぎょう

の拡
かく

大
だい

など，さまざまな取
とり

組
くみ

が

進
すす

められています。

【提
てい

　言
げん

１】地
ち

域
いき

での多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の推
すい

進
しん

について
1 － 1：外

がい

国
こく

籍
せき

や外
がい

国
こく

にルーツのある市
し

民
みん

（以
い

下
か

、外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

とする）が地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の担
にな

い手
て

として活
かつ

躍
やく

することができるよう，地
ち

域
いき

に根
ね

ざした多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

を促
そく

進
しん

する取
とり

組
くみ

を進
すす

めること。
1 － 2：多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んでいる様
さま

々
ざま

な団
だん

体
たい

・グループや外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

のコミュ
ニティが，地

ち

域
いき

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め，より多
おお

くの参
さん

加
か

者
しゃ

を得
え

て，活
かつ

動
どう

のすそ野
の

を広
ひろ

げ
ることを促

うなが

す取
とり

組
くみ

を進
すす

めること。

【２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）の取
とり

組
くみ

】
１　国

こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ボランティア推
すい

進
しん

の取
とり

組
くみ

　　京
きょう

都
と

市
し

における国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ボランティア活
かつ

動
どう

を推
すい

進
しん

するとともに，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

にも地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の一
いち

員
いん

として様
さま

々
ざま

な地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

において活
かつ

躍
やく

してもらうため，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に京
きょう

都
と

市
し

内
ない

の福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

等
とう

においてボランティア活
かつ

動
どう

を体
たい

験
けん

してもらう「ボランティア活
かつ

動
どう

で出
で

会
あ

う京
きょう

都
と

～１day volunteer in KYOTO～」を実
じっ

施
し

した。
２　「京

きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

文
ぶん

化
か

市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

促
そく

進
しん

サポート事
じ

業
ぎょう

」の取
とり

組
くみ

の拡
かく

大
だい

　　２０１０年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２２年
ねん

度
ど

）から，京
きょう

都
と

市
し

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

する外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に，各
かく

種
しゅ

団
だん

体
たい

や地
ち

域
いき

，学
がっ

校
こう

の催
もよお

しなどにおいて講
こう

演
えん

や文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

等
とう

を行
おこな

ってもらう事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

している。
　　２０１２年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）には，講
こう

演
えん

や文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

等
とう

を行
おこな

う登
とう

録
ろく

者
しゃ

を拡
かく

充
じゅう

するとと
もに，個

こ

人
じん

だけでなく外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

を中
ちゅう

心
しん

とする団
だん

体
たい

にも本
ほん

事
じ

業
ぎょう

に登
とう

録
ろく

してもらい，以
い

下
か

のような催
もよお

しにおいて本
ほん

事
じ

業
ぎょう

が活
かつ

用
よう

された。
　・「上

かみ

京
ぎょう

区
く

民
みん

ふれあいまつり」への出
しゅつ

演
えん

（京
きょう

都
と

インターナショナルスクールの児
じ

童
どう

）
　・市

し

内
ない

の幼
よう

稚
ち

園
えん

と外
がい

国
こく

人
じん

学
がっ

校
こう

との交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

（関
かん

西
さい

フランス学
がく

院
いん

保
ほ

護
ご

者
しゃ

会
かい

ＡＰＥＫ）
　・京

きょう

都
と

市
し

消
しょう

防
ぼう

局
きょく

に対
たい

する職
しょく

員
いん

研
けん

修
しゅう

として，フィンランド出
しゅっ

身
しん

の方
かた

による講
こう

演
えん

会
かい

「外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

が抱
かか

える災
さい

害
がい

時
じ

の課
か

題
だい

と対
たい

処
しょ

法
ほう

」を実
じっ

施
し

３　「京
きょう

都
と

地
ち

域
いき

外
がい

国
こく

人
じん

コミュニティ基
き

礎
そ

調
ちょう

査
さ

」の実
じっ

施
し

　　京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

が中
ちゅう

心
しん

となり，京
きょう

都
と

府
ふ

・滋
し

賀
が

県
けん

内
ない

の外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

への支
し

援
えん

やサービ
スを行

おこな

う団
だん

体
たい

のネットワークである「きょうと外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

ネットワーク」等
とう

との協
きょう

働
どう

事
じ

業
ぎょう

として，
京
きょう

都
と

地
ち

域
いき

の外
がい

国
こく

籍
せき

や外
がい

国
こく

にルーツのある市
し

民
みん

のコミュニティについて調
ちょう

査
さ

を実
じっし

施。
　　２０１１年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）から調
ちょう

査
さ

を開
かい

始
し

し，２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）は，
インタビュー調

ちょう

査
さ

の内
ない

容
よう

をまとめた冊
さっ

子
し

を作
さく

成
せい

した（Ｐ２６に概
がい

要
よう

を掲
けい

載
さい

）。
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【提
てい

　言
げん

２】外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

へ向
む

けた情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

について
2 － 1：東

ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

を受
う

けて，多
た

言
げん

語
ご

での情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を一
いっ

層
そう

進
すす

めるとともに，情
じょう

報
ほう

を実
じっ

際
さい

に必
ひつ

要
よう

としている外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に的
てき

確
かく

に届
とど

ける工
く

夫
ふう

にも力
ちから

を入
い

れること。
2－ 2：地

ち

域
いき

における情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の推
すい

進
しん

に取
と

り組
く

むこと。提
てい

供
きょう

された情
じょう

報
ほう

が十
じゅう

分
ぶん

に活
かつ

用
よう

される
よう，行

ぎょう

政
せい

と民
みん

間
かん

，ＮＰＯとの連
れん

携
けい

を進
すす

めること。

【２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）の取
とり

組
くみ

】
１　京

きょう

都
と

市
し

情
じょう

報
ほう

館
かん

における情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の推
すい

進
しん

　　２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）から新
あら

たに，京
きょう

都
と

市
し

のウェブサイト「京
きょう

都
と

市
し

情
じょう

報
ほう

館
かん

」
の英

えい

語
ご

版
ばん

トップページにおいて，京
きょう

都
と

市
し

が作
さく

成
せい

している多
た

言
げん

語
ご

での防
ぼう

災
さい

パンフレット等
とう

のデータを掲
けい

載
さい

し，紙
かみ

媒
ばい

体
たい

だけでなくインターネットを通
つう

じた多
た

言
げん

語
ご

での防
ぼう

災
さい

情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を推
すい

進
しん

している。

２　外
がい

国
こく

人
じん

向
む

け生
せい

活
かつ

オリエンテーション及
およ

び交
こう

流
りゅう

会
かい

の実
じっ し

施
　　２００９年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２１年
ねん

度
ど

）から，京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

において，新
しん

規
き

に来
らい

日
にち

した
外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

が京
きょう

都
と

において安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるよう，来
らい

日
にち

直
ちょく

後
ご

に必
ひつ

要
よう

となる情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するオリエンテーションと交
こう

流
りゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

している。２００９年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２１年
ねん

度
ど

）は留
りゅう

学
がく

生
せい

のみを対
たい

象
しょう

としていたが，２０１０年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２２年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

一
いっ

般
ぱん

を
対
たい

象
しょう

としている。
　　２０１２年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）は，京
きょう

都
と

の市
し

民
みん

団
だん

体
たい

の協
きょう

力
りょく

を得
え

て，催
もよお

しの名
めい

称
しょう

やチラ
シの作

さく

成
せい

・配
はい

布
ふ

方
ほう

法
ほう

を改
あらた

めるとともに，交
こう

流
りゅう

会
かい

には日
に

本
ほん

人
じん

にも積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

してもらえ
るよう実

じっ

施
し

方
ほう

法
ほう

を工
く

夫
ふう

した結
けっ

果
か

，のべ参
さん

加
か

者
しゃ

数
すう

は前
ぜん

年
ねん

の２４５名
めい

から３８７名
めい

へ大
おお

幅
はば

に
増
ぞう

加
か

し，新
しん

規
き

に来
らい

日
にち

した外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

への情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の推
すい

進
しん

につながった。

【提
てい

　言
げん

３】多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

等
とう

に関
かん

する市
し

民
みん

意
い

識
しき

調
ちょう

査
さ

について
　現

げん

在
ざい

，市
し

民
みん

が多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

や国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

について，どのような意
い

識
しき

や考
かんが

えを抱
いだ

いているか調
ちょう

査
さ

すること。調
ちょう

査
さ

に際
さい

しては，日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

，外
がい

国
こく

籍
せき

を問
と

わず，幅
はば

広
ひろ

い市
し

民
みん

の意
い

見
けん

を聴
ちょう

取
しゅ

する
こと。調

ちょう

査
さ

した結
けっ

果
か

を，今
こん

後
ご

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

の参
さん

考
こう

にしていくこと。

【２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）の取
とり

組
くみ

】
市
し

政
せい

総
そう

合
ごう

アンケート「京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

について」の実
じっ し

施
　２０１２年

ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）第
だい

２回
かい

市
し

政
せい

総
そう

合
ごう

アンケートを「京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

について」
をテーマとして実

じっ

施
し

した。同
どう

アンケートは，外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

も含
ふく

めた京
きょう

都
と

市
し

民
みん

３，０００人
にん

を
対
たい

象
しょう

として実
じっ

施
し

した（Ｐ１８に内
ない

容
よう

を掲
けい

載
さい

）。
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【中
ちゅう

間
かん

提
てい

言
げん

】 災
さい

害
がい

時
じ

における外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

への支
し

援
えん

策
さく

について（※２０１１年
ねん

（平
へい

成
せい

２３

年
ねん

）７月
がつ

２７日
にち

提
てい

出
しゅつ

）

＜概
がい

要
よう

＞

・東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で明
あき

らかになった課
か

題
だい

・教
きょう

訓
くん

の確
かく

認
にん

・市
し

及
およ

び京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の取
とり

組
くみ

の総
そう

点
てん

検
けん

と，それに基
もと

づく改
かい

善
ぜん

・具
ぐ

体
たい

的
てき

な防
ぼう

災
さい

行
こう

動
どう

の実
じっせん

践を促
うなが

す取
とり

組
くみ

について，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

とも協
きょう

働
どう

して実
じっ し

施

【中
ちゅう

間
かん

提
てい

言
げん

を受
う

けての２０１１（平
へい

成
せい

２３）年
ねん

度
ど

，２０１２（平
へい

成
せい

２４）年
ねん

度
ど

の取
とり

組
くみ

】

１ �避
ひ

難
なん

所
じょ

宿
しゅく

泊
はく

訓
くん

練
れん

・多
た

言
げん

語
ご

支
し

援
えん

センター設
せっ

置
ち

訓
くん

練
れん

の実
じっ

施
し

（２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１０

月
がつ

１３日
にち

，１４日
にち

）

　京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

において，京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

が近
きん

畿
き

地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と

連
れん

携
けい

して，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

を対
たい

象
しょう

とした「避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

訓
くん

練
れん

」と災
さい

害
がい

時
じ

通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボランティ

アを受
う

け入
い

れるための「多
た

言
げん

語
ご

支
し

援
えん

センター設
せっ

置
ち

訓
くん

練
れん

」を行
おこな

った。

（参
さん

加
か

者
しゃ

　外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

：６０人
にん

　日
に

本
ほん

籍
せき

市
し

民
みん

：８０人
にん

 地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

（粟
あわ

田
た

学
がっ

区
く

）の参
さん

加
か

含
ふく

む）

２ 避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル（雛
ひな

形
がた

）の策
さく

定
てい

（２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１０月
がつ

）

　災
さい

害
がい

時
じ

に地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

自
みずか

らが避
ひ

難
なん

所
じょ

を開
かい

設
せつ

し，運
うん

営
えい

が行
おこな

えるよう，避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル

（雛
ひな

形
がた

）を策
さく

定
てい

し，今
こん

後
ご

，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との協
きょう

働
どう

によりすべての避
ひ

難
なん

所
じょ

でマニュアル策
さく

定
てい

に取
と

り

組
く

むこととしている。

　同
どう

マニュアルにおいては，外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

や外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

を，配
はい

慮
りょ

や支
し

援
えん

の必
ひつ

要
よう

な災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

配
はい

慮
りょ

者
しゃ

として位
い

置
ち

づけ，通
つう

訳
やく

の確
かく

保
ほ

や多
た

言
げん

語
ご

での掲
けい

示
じ

，図
ず

，イラストの使
し

用
よう

など情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

の工
く

夫
ふう

，避
ひ

難
なん

所
じょ

生
せい

活
かつ

での言
こと

葉
ば

，文
ぶん

化
か

，生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

への配
はい

慮
りょ

などを求
もと

めている。また，

外
がい

国
こく

人
じん

は避
ひ

難
なん

所
じょ

における通
つう

訳
やく

等
とう

として重
じゅう

要
よう

な人
じん

材
ざい

であることから，サポーターとして避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

に参
さん

画
かく

してもらうことの重
じゅう

要
よう

性
せい

についても言
げん

及
きゅう

している。

３ 安
あん

心
しん

救
きゅう

急
きゅう

ステーション

　２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）から，商
しょう

店
てん

街
がい

，観
かん

光
こう

地
ち

の土
みやげものてんとう

産物店等，コンビニエンスス

トアを，「安
あん

心
しん

救
きゅう

急
きゅう

ステーション」に認
にん

定
てい

し，付
ふ

近
きん

で救
きゅう

急
きゅう

事
じ

案
あん

が発
はっせい

生した際
さい

に，１１９番
ばん

通
つう

報
ほう

を行
おこな

ってから救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

が来
く

るまでの間
あいだ

，応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

などを行
おこな

っていただき，市
し

民
みん

や観
かん

光
こう

客
きゃく

等
とう

のより一
いっ

層
そう

の安
あん

心
しん

安
あん

全
ぜん

を図
はか

る事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

している。ステーションには，４箇
か

国
こく

語
ご

の外
がい

国
こく

人
じん

対
たい

応
おう

カードを配
はい

布
ふ

している（２０１３年
ねん

（平
へい

成
せい

２５年
ねん

）２月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

，１，７３８ヶ
か

所
しょ

）。
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４　大
たい

使
し

館
かん

・領
りょう

事
じ

館
かん

と連
れん

携
けい

した防
ぼう

災
さい

の取
とり

組
くみ

( １) 地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

等
とう

と領
りょう

事
じ

館
かん

との連
れん

携
けい

事
じ

業
ぎょう

（２０１１年
ねん

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

）１１月
がつ

８
よ う か

日）

　�　大
おお

阪
さか

市
し

立
りつ

阿
あ

倍
べ

野
の

防
ぼう

災
さい

センターにおいて，在
ざい

阪
はん

の領
りょう

事
じ

館
かん

スタッフや諸
しょ

外
がい

国
こく

の関
かん

係
けい

者
しゃ

ととも

に防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

と情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を行
おこな

った。（大
おお

阪
さか

府
ふ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

財
ざい

団
だん

，大
おお

阪
さか

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

センター及
およ

び災
さい

害
がい

通
つう

訳
やく

ボランティア，近
きん

畿
き

地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

を含
ふく

む）と各
かっ

国
こく

領
りょう

事
じ

館
かん

が共
きょう

同
どう

実
じっ

施
し

）

( ２) 在
ざい

京
きょう

都
と

フランス総
そう

領
りょう

事
じ

館
かん

消
しょう

防
ぼう

防
ぼう

災
さい

研
けん

修
しゅう

（２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１１月
がつ

１８日
にち

）

　�　左
さ

京
きょう

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

において，総
そう

領
りょう

事
じ

館
かん

職
しょく

員
いん

が大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

や通
つう

常
じょう

火
か

災
さい

時
じ

における対
たい

応
おう

等
とう

につい

ての研
けん

修
しゅう

を受
じゅ

講
こう

した。

５　International Student Day 国
こく

際
さい

学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

会
かい

（２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）２月
がつ

１７日
にち

）

　�　京
きょう

都
と

学
がく

生
せい

消
しょう

防
ぼう

サポーターの協
きょう

力
りょく

を得
え

て，母
ぼ

国
こく

で地
じ

震
しん

を経
けい

験
けん

したことのない留
りゅう

学
がく

生
せい

等
とう

を

対
たい

象
しょう

に，京
きょう

都
と

市
し

市
し

民
みん

防
ぼう

災
さい

センターにおいて災
さい

害
がい

を疑
ぎ

似
じ

体
たい

験
けん

してもらうとともに，南
みなみ

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

を見
けん

学
がく

してもらう催
もよお

しを実
じっ し

施した。

６　文
ぶん

化
か

財
ざい

防
ぼう

火
か

デー消
しょう

防
ぼう

総
そう

合
ごう

訓
くん

練
れん

（２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１月
がつ

２６日
にち

）

　�　二
に

条
じょう

城
じょう

において実
じ っ し

施した文
ぶん

化
か

財
ざい

防
ぼう

火
か

デーの消
しょう

防
ぼう

総
そう

合
ごう

訓
くん

練
れん

に，地
ち

域
いき

の外
がい

国
こく

人
じん

学
がっ

校
こう

（京
きょう

都
と

インターナショナルスクール，関
かん

西
さい

フランス学
がく

院
いん

）の児
じ

童
どう

・教
きょう

員
いん

が参
さん

加
か

した。
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３　市
し

政
せい

総
そう

合
ごう

アンケート「京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

について」の実
じっ

施
し

　京
きょう

都
と

市
し

では，毎
まい

年
とし

２回
かい

，３，０００人
にん

の京
きょう

都
と

市
し

民
みん

の皆
みな

様
さま

を対
たい

象
しょう

に，京
きょう

都
と

市
し

政
せい

に関
かん

す

るアンケート調
ちょう

査
さ

「市
し

政
せい

総
そう

合
ごう

アンケート」を行
おこな

っています。本
ほん

懇
こん

話
わ

会
かい

から提
てい

出
しゅつ

され

た２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）提
てい

言
げん

３「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

等
とう

に関
かん

する市
し

民
みん

意
い

識
しき

調
ちょう

査
さ

につ

いて」を受
う

けて，京
きょう

都
と

市
し

では，２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）第
だい

２回
かい

市
し

政
せい

総
そう

合
ごう

アンケー

トを「京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

について」をテーマとして実
じっ し

施しました。調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

は，年
ねん

度
ど

内
ない

に取
と

りまとめられる予
よ

定
てい

です。

( １) 調
ちょう

査
さ

概
がい

要
よう

ア　調
ちょう

査
さ

テーマ　京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

イ　調
ちょう

査
さ

目
もく

的
てき

　　本
ほん

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

の推
すい

進
しん

施
し

策
さく

ウ　調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

　　20 歳
さい

以
い

上
じょう

の市
し

民
みん

3,000 人
にん

　（住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

から無
む

作
さく

為
い

抽
ちゅう

出
しゅつ

（外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

も含
ふく

む））

エ　調
ちょう

査
さ

方
ほう

法
ほう

　　回
かい

答
とう

用
よう

紙
し

への記
き

入
にゅう

方
ほう

式
しき

（郵
ゆう

送
そう

）

オ　調
ちょう

査
さ

期
き

間
かん

　　2013 年
ねん

（平
へい

成
せい

25 年
ねん

）1 月
がつ

17 日
にち

（木
もく

）～同
どう

年
ねん

1 月
がつ

31 日
にち

（木
もく

）
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( ２）アンケート内
ない

容
よう

問
とい

１　�あなたは，今
いま

までに国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

・国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

に関
かん

してどのような経
けい

験
けん

がありますか。あてはま
るものすべてに○をつけてください。

 
　　１．海

かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

　　　　　　　　
　　２．留

りゅう

学
がく

　　３．海
かい

外
がい

勤
きん

務
む

，海
かい

外
がい

出
しゅっ

張
ちょう

　　４．外
がい

国
こく

人
じん

の友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

がいる（いた）　　
　　５．外

がい

国
こく

語
ご

や外
がい

国
こく

文
ぶん

化
か

を勉
べん

強
きょう

　　６．外
がい

国
こく

人
じん

と一
いっしょ

緒に働
はたら

いている（いた）
　　７．外

がい

国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

イベント，国
こくさい

際セミナーなどへの参
さん

加
か

　　８．国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

やボランティア活
かつ

動
どう

（青
せい

年
ねん

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

など）
 
問
とい

２　�左
さ

京
きょう

区
く

蹴
け

上
あげ

にある京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

会
かい

館
かん

（k
コ コ カ

okoka）を利
り

用
よう

したことがありますか。あては
まるものひとつに○をつけてください。

 
　　１．利

り

用
よう

したことがある
　　　　　　　 利

り

用
よう

した目
もく

的
てき

について，具
ぐ

体
たい

的
てき

にお書
か

きください。
　　(                                                                        ) 
　　２．知

し

っているが，利
り

用
よう

したことはない
　　３．知

し

らないし，利
り

用
よう

したこともない
 
問
とい

３　�京
きょう

都
と

市
し

には，９つの姉
し

妹
まい

都
と

市
し

と３つのパートナーシティがあります。京
きょう

都
と

市
し

の姉
し

妹
まい

都
と

市
し

・
パートナーシティを知

し

っていますか。 
　※�「パートナーシティ」とは，包

ほう

括
かつ

的
てき

な交
こう

流
りゅう

を行う姉
し

妹
まい

都
と

市
し

提
てい

携
けい

とは異
こと

なり，民
みん

間
かん

レベルでの
交
こう

流
りゅう

を主
しゅ

体
たい

とし，特
とく

定
てい

分
ぶん

野
や

での交
こう

流
りゅう

を行
おこな

おうとする都
と

市
し

間
かん

交
こう

流
りゅう

です。
 
　１．知

し

っている　（１都
と

市
し

でも可
か

）　　　　２．知
し

らない
　姉

し

妹
まい

都
と

市
し

・パートナーシティとして，知
し

っている都
と

市
し

すべてに○をつけてください。
　　　　　 姉

し

妹
まい

都
と

市
し

　　　　　１．パリ（フランス）　　　　　  ２．ボストン（アメリカ）
　　　　　３．ケルン（ドイツ）　　　　　  ４．フィレンツェ（イタリア）
　　　　　５．キエフ（ウクライナ）　　 　 ６．西

せい

安
あん

（中
ちゅう

国
ごく

）
　　　　　７．グアダラハラ（メキシコ）　  ８．ザグレブ（クロアチア）
　　　　　９．プラハ（チェコ）
　　　　　パートナーシティ
　　　　　１０．晋

ちん

州
じゅ

（韓
かん

国
こく

）　　　　　 　  １１．コンヤ（トルコ）
　　　　　１２．青

ちん

島
たお

（中
ちゅう

国
ごく

）
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問
とい

４　�あなたは，次の a～ hの国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

・国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

に関
かん

心
しん

がありますか。もっともあてはまる番
ばん

号
ごう

に○をつけてください。
　※�「外

がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

」とは， 日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

以
い

外
がい

の国
こく

籍
せき

（以
い

下
か

，「外
がい

国
こく

籍
せき

」といいます。）の人
ひと

，日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を取
しゅ

得
とく

した人
ひと

や日
に

本
ほん

人
じん

との国
こく

際
さい

結
けっ

婚
こん

により生
う

まれたこどもなど，日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

をもちながら，外
がい

国
こく

にルーツをもつ人
ひと

，中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

など，多
た

様
よう

な文
ぶ

化
んか

的
てき

背
はい

景
けい

をもつ人
ひと

々
びと

のことをいいます。

問
とい

５　�日
に

本
ほん

に住
す

む外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

や外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

の方
かた

と日
にち

常
じょう

的
てき

な交
こう

流
りゅう

がありますか。あてはまる
ものに○をつけてください。

　１．日
にち

常
じょう

的
てき

な交
こう

流
りゅう

がある　　　　　　　２．日
にち

常
じょう

的
てき

な交
こう

流
りゅう

がない
　ア . 具

ぐ

体
たい

的
てき

な交
こう

流
りゅう

についてお書
か

きください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　イ . 交

こう

流
りゅう

のなかで助
たす

けられたこと，生
せい

活
かつ

にプラスであると感
かん

じたことが（ １. ある ， ２. ない ）
　　　 「ある」とお答

こた

えの方
かた

は，具
ぐ

体
たい

的
てき

にお書
か

きください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
　ウ . 交

こう

流
りゅう

のなかで困
こま

ったことが（ １. ある  ，  ２. ない ）
 　　　「ある」とお答

こた

えの方
かた

は，具
ぐ

体
たい

的
てき

にお書
か

きください。
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

と
て
も
関か

ん
心し

んが
あ
る

す
こ
し
関か

ん
心し

んが
あ
る

ど
ち
ら
と
も
言い
え
な
い

あ
ま
り
関か

ん
心し

んが
な
い

ま
っ
た
く
関か

ん
心し

んが
な
い

a．外
がい

国
こく

の文
ぶん

化
か

，習
しゅう

慣
かん

，伝
でん

統
とう

を知
し

ることができる講
こう

座
ざ

，イベ
ントへの参

さん

加
か 5 4 3 2 1

b. 地
ち

域
いき

に住
す

む外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

との近
きん

所
じょ

づきあい
（生

せい

活
かつ

情
じょう

報
ほう

の交
こう

換
かん

，互
たが

いの文
ぶん

化
か

の学
まな

びあいなど )
5 4 3 2 1

c．外
がい

国
こく

語
ご

を学
まな

ぶ 5 4 3 2 1

d．外
がい

国
こく

からのホームステイの受
うけ

入
いれ

（ホストファミリー） 5 4 3 2 1

e． 外
がい

国
こく

との文
ぶん

化
か

，スポーツ，教
きょう

育
いく

などに関
かん

する交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう 5 4 3 2 1

f．海
かい

外
がい

長
ちょう

期
き

滞
たい

在
ざい

（仕
し

事
ごと

，勉
べん

強
きょう

，余
よ

暇
か

など） 5 4 3 2 1

g．外
がい

国
こく

で現
げん

地
ち

の人
ひと

と交
こう

流
りゅう

（一
いっ

般
ぱん

家
か

庭
てい

，民
みん

宿
しゅく

などでの交
こう

流
りゅう

） 5 4 3 2 1

h．国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

やボランティア活
かつ

動
どう

（青
せい

年
ねん

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

など） 5 4 3 2 1
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問
とい

６　�外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

がくらしやすく，活
かつ

躍
やく

できるまちづくりを進
すす

めるために，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に次
つぎ

のa～eが期
き

待
たい

されていると思
おも

いますか。もっともあてはまる番
ばん

号
ごう

に○をつけてください。

問
とい

７　�外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が増
ふ

えることで，地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に次
つぎ

の a～ f の影
えい

響
きょう

があると思
おも

いますか。もっと
もあてはまる番

ばん

号
ごう

に○をつけてください。

と
て
も
あ
る
と
思お

も
う

す
こ
し
あ
る
と
思お

も
う

ど
ち
ら
と
も
言い
え
な
い

あ
ま
り
な
い
と
思お

も
う

ま
っ
た
く
な
い
と
思お

も
う

a．多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

，価
か

値
ち

観
かん

の理
り

解
かい

が進
すす

む 5 4 3 2 1

b．地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

につながる 5 4 3 2 1

c．日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や伝
でん

統
とう

を大
たい

切
せつ

にしようとする気
き

運
うん

が高
たか

まる 5 4 3 2 1

d．地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の減
げん

少
しょう

や高
こう

齢
れい

化
か

に歯
は

止
ど

めがかかる 5 4 3 2 1

e． 地
ち

域
いき

のルールへの意
い

識
しき

が高
たか

まる 5 4 3 2 1

f．コミュニケーションの必
ひつ

要
よう

性
せい

が高
たか

まり，地
ち

域
いき

のつながり
が強

つよ

まる
5 4 3 2 1

と
て
も
あ
る
と
思お

も
う

す
こ
し
あ
る
と
思お

も
う

ど
ち
ら
と
も
言い
え
な
い

あ
ま
り
な
い
と
思お

も
う

ま
っ
た
く
な
い
と
思お

も
う

a．多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

，価
か

値
ち

観
かん

の理
り

解
かい

が進
すす

む 5 4 3 2 1

b．地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

につながる 5 4 3 2 1

c．日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や伝
でん

統
とう

を大
たい

切
せつ

にしようとする気
き

運
うん

が高
たか

まる 5 4 3 2 1

d．地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の減
げん

少
しょう

や高
こう

齢
れい

化
か

に歯
は

止
ど

めがかかる 5 4 3 2 1

e． 地
ち

域
いき

のルールへの意
い

識
しき

が高
たか

まる 5 4 3 2 1

f．コミュニケーションの必
ひつ

要
よう

性
せい

が高
たか

まり，地
ち

域
いき

のつながり
が強

つよ

まる
5 4 3 2 1
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問
とい

８　�京
きょう

都
と

市
し

として国
こく

際
さい

化
か

を進
すす

めるにあたり，次
つぎ

の a～ nの取
とり

組
くみ

を進
すす

めるべきだと思
おも

いますか。
もっともあてはまる番

ばん

号
ごう

に○をつけてください。

問
とい

９　京
きょう

都
と

市
し

の国
こく

際
さい

化
か

についてご意
い

見
けん

・ご提
てい

案
あん

がありましたらお書
か

きください。

と
て
も
思お

も
う

す
こ
し
思お

も
う

ど
ち
ら
と
も
言い

え
な
い

あ
ま
り
思お

も
わ
な
い

ま
っ
た
く
思お

も
わ
な
い

a．外
がい

国
こく

への情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

5 4 3 2 1

b．外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

，留
りゅう

学
がく

生
せい

を増
ふ

やすこと 5 4 3 2 1

c．外
がい

国
こく

への留
りゅう

学
がく

のサポート 5 4 3 2 1

d．海
かい

外
がい

のイベント，国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

の誘
ゆう

致
ち

5 4 3 2 1

e．外
がい

国
こく

企
き

業
ぎょう

の誘
ゆう

致
ち

 5 4 3 2 1

f．国
こく

内
ない

企
き

業
ぎょう

の海
かい

外
がい

進
しん

出
しゅつ

のサポート 5 4 3 2 1

g．外
がい

国
こく

への専
せん

門
もん

家
か

の派
は

遣
けん

，外
がい

国
こく

からの技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の受
うけ

入
いれ

など，
共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

や技
ぎ

術
じゅつ

協
きょう

力
りょく 5 4 3 2 1

h．外
がい

国
こく

人
じん

の就
しゅう

労
ろう

の機
き

会
かい

を増
ふ

やすこと 5 4 3 2 1

i．多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

，習
しゅう

慣
かん

，言
げん

語
ご

を学
まな

ぶ機
き

会
かい

の提
てい

供
きょう

5 4 3 2 1

j．地
ち

域
いき

の行
ぎょう

事
じ

やイベントに外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が参
さん

加
か

しやすい環
かん

境
きょう

づくり
5 4 3 2 1

k．地
ち

域
いき
のルールなど身

み

近
ぢか

な情
じょう

報
ほう

を外
がい

国
こく

語
ご

で提
てい

供
きょう

すること 5 4 3 2 1

l．案
あん

内
ない

標
ひょう

識
しき

，交
こう

通
つう

機
き

関
かん

，公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

，観
かん

光
こう

施
し

設
せつ

などにおいて，
外
がい

国
こく

語
ご

の案
あん

内
ない

を増
ふ

やすこと
5 4 3 2 1

m．外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

への生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

（教
きょう

育
いく

，福
ふく

祉
し

，医
い

療
りょう

，
相
そう

談
だん

事
じ

業
ぎょう

など）
5 4 3 2 1

n．日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

や美
うつく

しい景
けい

観
かん

など京
きょう

都
と

らしさを守
まも

り育
そだ

てること 5 4 3 2 1
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問
とい

１０　�あなたがご覧
らん

になったことがある京
きょう

都
と

市
し

の広
こう

報
ほう

は何
なに

ですか。 あてはまるものすべてに
○をつけてください。

問
とい

１１　最
さい

後
ご

にあなた自
じ

身
しん

のことについておたずねします。

　 １．市
し

民
みん

しんぶん（全
ぜん

市
し

版
ばん

，区
く

版
ばん

）
　 ２．市

し

バス，地
ち

下
か

鉄
てつ

，市
し

施
し

設
せつ

などに掲
けい

示
じ

のポスター「京
きょう

都
と

市
し

民
みん

ニュース」
　 ３．町

ちょう

内
ない

回
かい

覧
らん

，市
し

施
し

設
せつ

などに設
せっ

置
ち

の市
し

政
せい

情
じょう

報
ほう

誌
し

「きょうとシティグラフ」
　 ４．新

しん

聞
ぶん

などに掲
けい

載
さい

の市
し

政
せい

広
こう

告
こく

（イベントの案
あん

内
ない

，市
し

長
ちょう

対
たい

談
だん

など）
　 ５．インターネットでの広

こう

報
ほう

（京
きょう

都
と

市
し

ホームページ「京
きょう

都
と

市
し

情
じょう

報
ほう

館
かん

」など）
　 ６．テレビでの広

こう

報
ほう

（KBS 京
きょう

都
と

「京
きょう

のまち」など）
　 ７�．ラジオでの広

こう

報
ほう

（KBS 京
きょう

都
と

「ちょこっと情
じょう

報
ほう

☆京
きょう

都
と

」，エフエム京
きょう

都
と

「メイヤー・トー
クス☆キョウト」など）

　 ８．映
えい

画
が

館
かん

での広
こう

報
ほう

（「京
きょう

都
と

フラッシュニュース」）
　 ９．地

ち

域
いき

の京
きょう

都
と

市
し

広
こう

報
ほう

板
ばん

などに掲
けい

示
じ

のポスター
　 １０．市

し

のパンフレット，リーフレットなど

次
つぎ

の（ア）～（オ）について，それぞれあてはまるものひとつに○をつけてください。
（ア）性

せい

　別
べつ

　１．男
おとこ

　２．女
おんな

（イ）年
ねん

　齢
れい

　１．２０歳
さい

代
だい

　２．３０歳
さい

代
だい

　３．４０歳
さい

代
だい

　４．５０歳
さい

代
だい

　５．６０歳
さい

代
だい

　　　　　　 ６．７０歳
さい

以
い

上
じょう

（ウ）居
きょ

住
じゅう

地
ち

　�１．北
きた

区
く

　　２．上
かみ

京
ぎょう

区
く

　　３．左
さ

京
きょう

区
く

　４．中
なか

京
ぎょう

区
く

　５．東
ひがし

山
やま

区
く

　 ６．山
やま

科
しな

区
く

７．下
しも

京
ぎょう

区
く

　　８．南
みなみ

区
く

　　９．右
う

京
きょう

区
く

　 １０．西
にし

京
きょう

区
く

　１１．伏
ふし

見
み

区
く

（エ）職
しょく

　業
ぎょう

　１．自
じ

営
えい

業
ぎょう

・自
じ

由
ゆう

業
ぎょう

　 ２．会
かい

社
しゃ

員
いん

・公
こう

務
む

員
いん

など給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

　　　　　　　３．主
しゅ

婦
ふ

・主
しゅ

夫
ふ

　　　 ４．学
がく

生
せい

　　　　　５．無
む

職
しょく

　　　  ６．その他
た

（オ）母
ぼ

　語
ご

　１．日
に

本
ほん

語
ご

  　   ２．英
えい

語
ご

   　  ３．中
ちゅう

国
ごく

語
ご

　　４．韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

語
ご

　　　　　　 ５．その他
た

（　　　　　　　　）

　　　次
つぎ

の（カ）について，あなた自
じ

身
しん

にあてはまるものすべてに○をつけてください。
 （カ）
　　　　１． 外

がい

国
こく

籍
せき

である
　　　　２． 日

に

本
ほん

国
こく

籍
せき

であるが，言
げん

語
ご

や生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の面
めん

で， 外
がい

国
こく

にルーツ
　　　　 　をもっている（中

ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

，帰
き

国
こく

子
し

女
じょ

など）
　　　　３． 家

か

族
ぞく

・親
しん

戚
せき

に１，２にあてはまる方
かた

がいる
　　　　４． １，２，３以

い

外
がい
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４　「京
きょう

都
と

市
し

避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル」について
　京

きょう

都
と

市
し

では，大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

時
じ

に地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

自
みずか

らが避
ひ

難
なん

所
じょ

を開
かい

設
せつ

，運
うん

営
えい

できるよう，マ

ニュアルを策
さく

定
てい

しました。

　本
ほん

懇
こん

話
わ

会
かい

からの２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）中
ちゅう

間
かん

提
てい

言
げん

「災
さい

害
がい

時
じ

における外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

への支
し

援
えん

策
さく

について」を受
う

けて，同
どう

マニュアルには，外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

や外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

への避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

上
じょう

の対
たい

応
おう

等
とう

が盛
も

り込
こ

まれました。

　災
さい

害
がい

時
じ

，避
ひ

難
なん

所
じょ

には，日
に

本
ほん

語
ご

を母
ぼ

語
ご

としない被
ひ

災
さい

者
しゃ

もいることを踏
ふ

まえ，通
つう

訳
やく

の

できる住
じゅう

民
みん

やボランティアの確
かく

保
ほ

，やさしい日
に

本
ほん

語
ご

や多
た

言
げん

語
ご

での掲
けい

示
じ

板
ばん

による情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

等
とう

が求
もと

められます。

〇 避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

に際
さい

しての，外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

や外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に対
たい

する配
はい

慮
りょ

のポイ

ント（「京
きょう

都
と

市
し

避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル」から抜
ばっ

粋
すい

・要
よう

約
やく

）

１　ことば

　�　日
に

本
ほん

語
ご

を母
ぼ

語
ご

としない方
かた

に対
たい

して，必
ひつ

要
よう

となる情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えるため，避
ひ

難
なん

所
じょ

にお

いて以
い

下
か

のような工
く

夫
ふう

が大
たい

切
せつ

です。

　・外
がい

国
こく

語
ご

のできる人
ひと

がいるには，通
つう

訳
やく

として活
かつ

動
どう

してもらう

　・掲
けい

示
じ

にルビを振
ふ

ったり，「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を使
し

用
よう

したりする

２　習
しゅう

慣
かん

・宗
しゅう

教
きょう

・食
しょく

事
じ

　�　以
い

下
か

のような，多
た

様
よう

な生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

や文
ぶん

化
か

を持
も

った方
かた

がいることを想
そう

定
てい

して，避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

をすることが求
もと

められます。

　・�就
しゅう

寝
しん

・起
き

床
しょう

時
じ

間
かん

等
とう

の生
せい

活
かつ

リズムや，話
はな

すときの声
こえ

の大
おお

きさなど，生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

が異
こと

なる

　・宗
しゅう

教
きょう

上
じょう

，お祈
いの

りの時
じ

間
かん

や場
ば

所
しょ

が必
ひつ

要
よう

となったり，食
しょく

事
じ

制
せい

限
げん

があったりする
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３　情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

　�　世
せ

界
かい

には地
じ

震
しん

の発
はっ

生
せい

しない国
くに

や地
ち

域
いき

もあるなど，自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

のあり方
かた

はさまざま

です。災
さい

害
がい

時
じ

に外
がい

国
こく

からの観
かん

光
こう

客
きゃく

や外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

が混
こん

乱
らん

しないよう，特
とく

に以
い

下
か

の

ような事
こと

柄
がら

について，正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

や知
ち

識
しき

を伝
つた

えることが重
じゅう

要
よう

です。

 ・大
たい

使
し

館
かん

，領
りょう

事
じ

館
かん

，自
じ

国
こく

への連
れん

絡
らく

方
ほう

法
ほう

 ・在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

に関
かん

する手
て

続
つづ

き等
とう

の情
じょう

報
ほう

 ・日
に

本
ほん

では，自
じ

衛
えい

隊
たい

や消
しょう

防
ぼう

が災
さい

害
がい

救
きゅう

助
じょ

において大
おお

きな役
やく

割
わり

を果
はた

しているということ

 ・コミュニティＦＭ等
とう

，災
さい

害
がい

時
じ

にはラジオが貴
き

重
ちょう

な情
じょう

報
ほう

源
げん

となること

「京
きょう

都
と

市
し

避
ひ

難
なん

所
じょ

運
うん

営
えい

マニュアル」は下
か

記
き

ウェブサイトからダウンロードできます。

　http://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000131471.html
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５　「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

コミュニティ外
がい

国
こく

人
じん

基
き

礎
そ

調
ちょう

査
さ

」について
　本

ほん

懇
こん

話
わ

会
かい

では，２０１１年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２３年
ねん

度
ど

）提
てい

言
げん

１「地
ち

域
いき

での多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

の推
すい

進
しん

について」において，「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の活
かつ

動
どう

に取
と

り組
く

んでいる様
さま

々
ざま

な団
だん

体
たい

・グルー

プや外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

のコミュニティが，地
ち

域
いき

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め，より多
おお

くの参
さん

加
か

者
しゃ

を得
え

て，活
かつ

動
どう

のすそ野
の

を広
ひろ

げることを促
うなが

す取
とり

組
くみ

を進
すす

めること」を京
きょう

都
と

市
し

に提
てい

言
げん

しました。

　これを受
う

けて，（公
こう

財
ざい

）京
きょう

都
と

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

では，京
きょう

都
と

地
ち

域
いき

で暮
く

らす，外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

のコミュニティの実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

を実
じ っ し

施しました。 各
かく

コミュニティに実
じっ し

施したイン

タビューからは，京
きょう

都
と

で暮
く

らす外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

の生
せい

活
かつ

の様
よう

子
す

や，彼
かれ

らの目
め

に日
に

本
ほん

，そ

して京
きょう

都
と

の姿
すがた

がどのように映
うつ

っているかを知
し

ることができます。

〇「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

外
がい

国
こく

人
じん

コミュニティ基
き

礎
そ

調
ちょう

査
さ

」の報
ほう

告
こく

書
しょ

は下
か

記
き

ウェブサイトからダ

ウンロードできます。

　http://www.kcif.or.jp/HP/jigyo/koho/jp/community/

〇 調
ちょう

査
さ

インタビューを実
じっ し

施した外
がい

国
こく

人
じん

コミュニティ一
いち

覧
らん

　１　京
きょう

都
と

宣
せん

教
きょう

教
きょう

会
かい

　　　メンバー：約
やく

１５０人
にん

（約
やく

９割
わり

が学
がく

生
せい

）

　　　東
とう

福
ふく

寺
じ

の近
ちか

くにある，中
ちゅう

国
ごく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

が多
おお

く集
あつ

まる教
きょう

会
かい

　２　京
きょう

都
と

Ｐ
パ グ ァ サ

ＡＧ－ＡＳＡフィリピン人
じん

コミュニティ

　　　メンバー：約
やく

７０人
にん

（約
やく

８割
わり

が女
じょ

性
せい

）

　　　カトリック河
かわ ら

原町
まち

教
きょう

会
かい

を拠
きょ

点
てん

として活
かつ

動
どう

するフィリピン人コミュニティ

　３　京
きょう

都
と

インマヌエル宣
せん

教
きょう

教
きょう

会
かい

　　　メンバー：２９人
にん

（学
がく

生
せい

と社
しゃ

会
かい

人
じん

が概
おおむ

ね半
はん

数
すう

ずつ）

　　　上
かみ

京
ぎょう

区
く

にある，韓
かん

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

等
とう

が集
あつ

まる教
きょう

会
かい
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４　夕
シー

陽
ヤン

紅
ホン

の会
かい

　　メンバー：１５人
にん

（社
しゃ

会
かい

人
じん

女
じょ

性
せい

が中
ちゅう

心
しん

）

　�　中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

二
に

世
せい

とその支
し

援
えん

者
しゃ

を中
ちゅう

心
しん

とするグループ。高
こう

齢
れい

化
か

する帰
き

国
こく

者
しゃ

一
いっ

世
せい

へ

の支
し

援
えん

に取
と

り組
く

んでいる。

５　外
がい

国
こく

人
じん

女
じょ

性
せい

の会
かい

　パルヨン

　　メンバー：８０人
にん

（全
ぜん

員
いん

が女
じょ

性
せい

で，社
しゃ

会
かい

人
じん

が中
ちゅう

心
しん

）

　　日
に

本
ほん

で暮
く

らす外
がい

国
こく

出
しゅっしん

身の女
じょ

性
せい

への生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を行
おこな

っているグループ

６　インドネシア人
じん

女
じょ

性
せい

コミュニティ　Ａ
ア ニ シ ャ

ｎ－ｎｉｓａ　ｓ
シ ャ リ ハ

ｈａｌｉｈａｈ

　　メンバー：約
やく

５０人
にん

（学
がく

生
せい

が４割
わり

，社
しゃ

会
かい

人
じん

が６割
わり

）

　　インドネシア出
しゅっしん

身の女
じょ

性
せい

たちによる，交
こう

流
りゅう

と情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を目
もく

的
てき

とするグループ

７　在
ざい

京
きょう

都
と

ベトナム留
りゅう

学
がく

生
せい

青
せい

年
ねん

会
かい

　　メンバー：約
やく

１２０人
にん

（学
がく

生
せい

が３分
ぶん

の２，社
しゃ

会
かい

人
じん

が３分
ぶん

の１）

　　ベトナム出
しゅっ

身
しん

の留
りゅう

学
がく

生
せい

を中
ちゅう

心
しん

とした，交
こう

流
りゅう

と情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を目
もく

的
てき

とするグループ

８　ロシアのクラブ

　　メンバー：十
じゅう

数
すう

人
にん

　�　京
きょう

都
と

在
ざい

住
じゅう

のロシア出
しゅっ

身
しん

女
じょ

性
せい

たちが，自
じ

身
しん

の子
こ

どもにロシア語
ご

を教
おし

えたり，各
かく

種
しゅ

交
こう

流
りゅう

や生
せい

活
かつ

情
じょう

報
ほう

の交
こう

換
かん

を行
おこ

うグループ

９　関
かん

西
さい

フランス学
がく

院
いん

ＡＰＥＫ

　　生
せい

徒
と

数
すう

：７８人
にん

（４８家
か

族
ぞく

）

　　上
かみ

京
ぎょう

区
く

の元
もと

待
たい

賢
けん

小
しょう

学
がっ

校
こう

にあるフランス政
せい

府
ふ

公
こう

認
にん

の学
がっ

校
こう

１０　京
きょう

都
と

インド人協
きょう

会
かい

　Ｋｙｏｔｏ　Ｉｎｄｉａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

　　メンバー：１５人
にん

（全
ぜん

員
いん

が学
がく

生
せい

）

　　インド出
しゅっしん

身の留
りゅう

学
がく

生
せい

による，交
こう

流
りゅう

と情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を目
もく

的
てき

とするグループ

１１　ＮＰＯ法
ほう

人
じん

　京
きょう

都
と

コリアン生
せい

活
かつ

センター　エルファ

　　�　南
みなみ

区
く

東
ひがし

九
く

条
じょう

を中
ちゅう

心
しん

に市
し

内
ない

４拠
きょ

点
てん

において，在
ざい

日
にち

コリアンをはじめとする高
こう

齢
れい

者
しゃ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

や障
しょう

がい者
しゃ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

，多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

事
じ

業
ぎょう

，子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

等
とう

に取
と

り組
く

んでいる。
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６　京
きょう

都
と

市
し

における外
がい

国
こく

籍
せき

の住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

国
こく

籍
せき

別
べつ

　外
がい

国
こく

籍
せき

の
0

住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

国籍（出身地） 登録者数 国籍（出身地） 登録者数 国籍（出身地） 登録者数
韓国 22,121 カンボジア 15 マケドニア旧ユーゴスラビア共和国 3
中国 9,486 キルギス 14 マダガスカル 3
朝鮮 1,882 アルゼンチン 13 ヨルダン 3
米国 951 オーストリア 13 リビア 3
フィリピン 881 ブルガリア 13 東ティモール 3
台湾 665 ラオス 12 アイスランド 2
タイ 369 コロンビア 11 ウルグアイ 2
フランス 358 チェコ 11 エクアドル 2
英国 322 チリ 11 キューバ 2
ベトナム 293 ウズベキスタン 10 スロベニア 2
インドネシア 286 サウジアラビア 10 セルビア 2
インド 248 ケニア 9 セルビア・モンテネグロ 2
オーストラリア 221 ジャマイカ 9 チュニジア 2
ドイツ 200 シリア 9 ニカラグア 2
ネパール 199 ガーナ 8 バーレーン 2
カナダ 196 ナイジェリア 8 ブルキナファソ 2
ブラジル 145 ギリシャ 7 ボツワナ 2
ロシア 136 クロアチア 7 モルドバ 2
マレーシア 116 スーダン 7 ルクセンブルク 2
イタリア 106 トンガ 7 エストニア 1
スウェーデン 81 ノルウェー 7 エルサルバドル 1
スペイン 76 ボリビア 7 オマーン 1
エジプト 73 アゼルバイジャン 6 ガボン 1
モンゴル 71 トルクメニスタン 6 ギニア 1
ペルー 65 ポルトガル 6 キプロス 1
ニュージーランド 64 モロッコ 6 グアテマラ 1
イラン 60 リトアニア 6 クウェート 1
バングラデシュ 48 アンゴラ 5 コスタリカ 1
ミャンマー 41 エチオピア 5 ジブチ 1
スイス 38 スロバキア 5 ジンバブエ 1
メキシコ 38 タンザニア 5 スワジランド 1
シンガポール 36 マリ 5 セーシェル 1
フィンランド 36 アルジェリア 4 ソロモン 1
オランダ 33 イエメン 4 ニジェール 1
スリランカ 32 カメルーン 4 パプアニューギニア 1
ルーマニア 31 グルジア 4 パレスチナ 1
アフガニスタン 29 コンゴ民主共和国 4 ブルネイ 1
ベルギー 29 ザンビア 4 ボスニア・ヘルツェゴビナ 1
トルコ 28 パラグアイ 4 マラウイ 1
ハンガリー 25 ベネズエラ 4 モザンビーク 1
イスラエル 23 ベラルーシ 4 ラトビア 1
ウクライナ 22 イラク 3 リヒテンシュタイン 1
パキスタン 22 ウガンダ 3 レバノン 1
アイルランド 21 カザフスタン 3 無国籍・未確定 27
ポーランド 20 セネガル 3

合計 40,676デンマーク 16 ドミニカ共和国 3
南アフリカ共和国 16 ホンジュラス 3

２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１２月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

　　単
たん

位
い

（人
にん

）
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在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

別
べつ

　外
がい

国
こく

籍
せき

の
0

住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

京
きょう

都
と

市
し

における在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

別
べつ

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

２０１２年
ねん

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

）１２月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

　　単
たん

位
い

（人
にん

）

在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

人
にん

数
ずう

特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ 21,116

留
りゅう

学
がく 7,655

永
えい

住
じゅう

者
しゃ 4,739

家
か

族
ぞく

滞
たい

在
ざい 1,501

日
に

本
ほん

人
じん

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

等
とう 1,385

人
じん

文
ぶん

知
ち

識
しき

・国
こく

際
さい

業
ぎょう

務
む 822

定
てい

住
じゅう

者
しゃ 682

教
きょう

授
じゅ 649

技
ぎ

能
のう 345

特
とく

定
てい

活
かつ

動
どう 288

その他
た 1,494

総
そう

数
すう 40,676

特別永住者
52%

留学
19%

日本人の
配偶者等
4%

永住者
11%

家族滞在
4%

人文知識・
国際業務
2%

定住者
2%

教授
1%

技能
1%
特定活動
1%
その他
4%
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京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

　委
い

員
いん

氏
し

　　　名
めい

職
しょく

名
めい

又は 国
こく

籍
せき

・ルーツとなる国
くに

指し

名め
い

委い

員い
ん

有
あり

田
た

典
みち

代
よ （特

とく
非
ひ
営
えい
）関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
団
だん
体
たい
協
きょう
議
ぎ
会
かい
 理
り
事
じ

（公
こう
財
ざい
）京

きょう
都
と
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
協
きょう
会
かい
理
り
事
じ

片
かた

山
やま

幸
ゆき

雄
お （財

ざい
）京

きょう
都
と
ユースホステル協

きょう
会
かい
ユースホステル部

ぶ
長
ちょう

京
きょう
都
と
市
し
宇
う
多
た
野
の
ユースホステル所

しょ
長
ちょう

河
かわ

田
た

洋
よう

子
こ ( 公

こう
財
ざい
)「母

はは
と学
がく
生
せい
の会
かい
」京

きょう
都
と
支
し
部
ぶ
　国
こく
際
さい
女
じょ
子
し
留
りゅう
学
がく
生
せい
センター

館
かん
長
ちょう

柴
しば

田
た

重
しげ

德
のり 京

きょう
都
と
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
会
かい
館
かん
館
かん
長
ちょう

( 公
こう
財
ざい
) 京
きょう
都
と
市
し
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
協
きょう
会
かい
理
り
事
じ

西
にし

岡
おか

正
しょう

子
こ

※座
ざ

長
ちょう

京
きょう

都
と

市
し

男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

センター館
かん

長
ちょう

佛
ぶっ

教
きょう

大
だい

学
がく

教
きょう

育
いく

学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

公こ
う

募ぼ

委い

員い
ん

姜
かん

直
なお

子
こ

［日
に

　本
ほん

］

金
きむ

周
じゅ

萬
まん

［韓
かん

国
こく

・ 朝
ちょう

鮮
せん

］

シガル・オレーナ ［ウクライナ］

ジョージ・プリマベーラ ［フィリピン］

張
ちょう

　健
けん

［中
ちゅう

 　国
ごく

］

福
ふく

井
い

義
よし

定
さだ

［日
に

　本
ほん

］

ポンキワラシン・プラー ［タ　イ］

○　任
にん

期
き

は平
へい

成
せい

２４年
ねん

４月
がつ

１
ついたち

日から平
へい

成
せい

２６年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

までの２年
ねん

間
かん

○　指
し

名
めい

委
い

員
いん

は市
し

長
ちょう

 が適
てき

当
とう

と認
みと

めた者
もの

を委
い

嘱
しょく

○　公
こう

募
ぼ

委
い

員
いん

は市
し

民
みん

から公
こう

募
ぼ

により選
せん

出
しゅつ

( 敬
けい

称
しょう

略
りゃく

・
0000

五
ご

十
じゅう

音
おん

順
じゅん

)
000
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京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

設
せっ

置
ち

要
よう

綱
こう

（設
せっ

置
ち

）
第
だい

１ 条
じょう

 　本
ほん

市
し

における外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

の市
し

政
せい

への参
さん

加
か

を推
すい

進
しん

し，国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを超
こ

えてお
互
たが

いを理
り

解
かい

し，尊
そん

重
ちょう

 し合
あ

う多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

を構
こう

築
ちく

するため，多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

施
し

策
さく

に関
かん

する諸
しょ

問
もん

題
だい

について 調
ちょう

査
さ

，審
しん

議
ぎ

し，本
ほん

市
し

が取
と

り組
く

むべき課
か

題
だい

等
とう

について意
い

見
けん

を述
の

べる機
き

関
かん

とし
て， 京

きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

（以
い

下
か

「懇
こん

話
わ

会
かい

」という。）を置
お

く。

（所
しょ

掌
しょう

事
じ

項
こう

）
第
だい

２ 条
じょう

 　懇
こん

話
わ

会
かい

は，次
つぎ

の事
じ

項
こう

について 調
ちょう

査
さ

，審
しん

議
ぎ

し，市
し

長
ちょう

 に意
い

見
けん

を述
の

べるものとする。
　(1)　多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

施
し

策
さく

に関
かん

すること。
　(2)　その他

た

市
し

長
ちょう

 が必
ひつ

要
よう

とする事
じ

項
こう

（組
そ

織
しき

）
第
だい

３ 条
じょう

 　懇
こん

話
わ

会
かい

は，委
い

員
いん

12 名
めい

以
い

内
ない

をもって組
そ

織
しき

する。
２　委

い

員
いん

のうち，7 名
めい

以
い

内
ない

の委
い

員
いん

は公
こう

募
ぼ

により選
せん

出
しゅつ

 した者
もの

を，その他
た

の委
い

員
いん

は学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

者
しゃ

そ
の他

た

市
し

長
ちょう

が適
てき

当
とう

と認
みと

めた者
もの

を，それぞれ市
し

長
ちょう

 が委
い

嘱
しょく

 する。
３　公

こう

募
ぼ

により選
せん

出
しゅつ

 する委
い

員
いん

は，本
ほん

市
し

の区
く

域
いき

内
ない

に居
きょ

住
じゅう

地
ち

を有
ゆう

する，又
また

は本
ほん

市
し

に通
つう

勤
きん

，通
つう

学
がく

し
ている者

もの

から選
せん

出
しゅつ

 することとし，委
い

員
いん

の資
し

格
かく

及
およ

び選
せん

出
しゅつ

方
ほう

法
ほう

は，総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

長
ちょう

 が定
さだ

める。
４　委

い

員
いん

の任
にん

期
き

は，2 年
ねん

とする。ただし，補
ほ

欠
けつ

の委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は，前
ぜん

任
にん

者
しゃ

の残
ざん

任
にん

期
き

間
かん

とする。
５　委

い

員
いん

は，再
さい

任
にん

されることができる。ただし，公
こう

募
ぼ

により選
せん

出
しゅつ

 した委
い

員
いん

は，1期
き

に限
かぎ

り再
さい

任
にん

されることができる。
６　委

い

員
いん

は，特
とく

定
てい

の国
くに

，民
みん

族
ぞく

，地
ち

域
いき

等
とう

を代
だい

表
ひょう

 するものではない。

（座
ざ

長
ちょう

 ）
第
だい

４ 条
じょう

 　懇
こん

話
わ

会
かい

に座
ざ

長
ちょう

 を置
お

く。
２　座

ざ

長
ちょう

 は，委
い

員
いん

の互
ご

選
せん

により定
さだ

める。
３　座

ざ

長
ちょう

 は，懇
こん

話
わ

会
かい

を代
だい

表
ひょう

 し，会
かい

務
む

を総
そう

理
り

する。
４　座

ざ

長
ちょう

 に事
じ

故
こ

あるときは，あらかじめ座
ざ

長
ちょう

 の指
し

名
めい

する委
い

員
いん

がその 職
しょく

務
む

を代
だい

理
り

する。

（会
かい

議
ぎ

）
第
だい

５ 条
じょう

 　会
かい

議
ぎ

は，座
ざ

長
ちょう

 が 招
しょう

集
しゅう

 する。
２　座

ざ

長
ちょう

 は，会
かい

議
ぎ

の議
ぎ

長
ちょう

 となる。
３　懇

こん

話
わ

会
かい

の議
ぎ

事
じ

は， 出
しゅっ

席
せき

した委
い

員
いん

の過
か

半
はん

数
すう

で決
けっ

し，可
か

否
ひ

同
どう

数
すう

のときは，議
ぎ

長
ちょう

 の決
けっ

するとこ
ろによる。

４　会
かい

議
ぎ

は，公
こう

開
かい

とする。ただし，懇
こん

話
わ

会
かい

の決
けっ

定
てい

により非
ひ

公
こう

開
かい

とすることができる。
５　懇

こん

話
わ

会
かい

は，必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて関
かん

係
けい

者
しゃ

の 出
しゅっ

席
せき

を求
もと

め，その説
せつ

明
めい

又
また

は意
い

見
けん

を聴
き

くことができる。
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（庶
しょ

務
む

）
第
だい

６ 条
じょう

 　懇
こん

話
わ

会
かい

の庶
しょ

務
む

は，総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

 において 行
おこな

 う。

（その他
た

）
第
だい

７ 条
じょう

 　この要
よう

綱
こう

に定
さだ

めるもののほか，懇
こん

話
わ

会
かい

の運
うん

営
えい

に関
かん

し必
ひつ

要
よう

な事
じ

項
こう

は，総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

長
ちょう

 が
定
さだ

める。

　　　附
ふ

　則
そく

　（施
し

行
こう

期
き

日
じつ

）
　１　この要

よう

綱
こう

は，平
へい

成
せい

10 年
ねん

７月
がつ

17 日
にち

から施
し

行
こう

する。
　（任

にん

期
き

の特
とく

例
れい

）
　２　この要

よう

綱
こう

の施
し

行
こう

以
い

後
ご

，最
さい

初
しょ

に委
い

嘱
しょく

 される委
い

員
いん

は，第
だい

３ 条
じょう

第
だい

４項
こう

の規
き

定
てい

にかかわらず，
任
にん

期
き

は，平
へい

成
せい

12 年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

までとする。
　（経

けい

過
か

措
そ

置
ち

）
　３　第

だい

５ 条
じょう

第
だい

１項
こう

の規
き

定
てい

にかかわらず，最
さい

初
しよ

の懇
こん

話
わ

会
かい

は，市
し

長
ちょう

 が 招
しょう

集
しゅう

 する。
　　　附

ふ

　則
そく

　この要
よう

綱
こう

は，平
へい

成
せい

14 年
ねん

2 月
がつ

1
ついたち

日から施
し

行
こう

する。
　　　附

ふ

　則
そく

　この要
よう

綱
こう

は，平
へい

成
せい

21 年
ねん

4 月
がつ

1
ついたち

日から施
し

行
こう

する。
　　　附

ふ

　則
そく

　この要
よう

綱
こう

は，平
へい

成
せい

22 年
ねん

1 月
がつ

18 日
にち

から施
し

行
こう

する。
　　　附

ふ

　則
そく

　この要
よう

綱
こう

は，平
へい

成
せい

24 年
ねん

1 月
がつ

19 日
にち

から施
し

行
こう

する。



京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

２０１２年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

２４年
ねん

度
ど

）報
ほう

告
こく

書
しょ

２０１３年
ねん

（平
へい

成
せい

２５年
ねん

）３月
がつ

発
はっ

行
こう

京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶん

化
か

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

：京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

室
しつ

〒 604-8571 京
きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

寺
てら

町
まち

御
お

池
いけ

上
あが

る上
かみ

本
ほん

能
のう

寺
じ

前
まえ

町
ちょう

 488 番
ばん

地
ち

TEL075-222-3072 FAX075-222-3055

E-mail:kokusai@city.kyoto.jp




